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１．はじめに 

体育的学力（身体的能力や社会的な態度，知識，

思考判断等）の確実な習得・向上を目指して，実

践が重ねられてきている。 
昨年度は，本プロジェクトにおいて，ボール運

動のゴール型を中心に体育的学力の向上を図る授

業構想の在り方について研究を進めた。プロジェ

クトの活動として，授業研究会を開催したが，参

加者の先生方から，授業研究会に参加したいもの

の，盛岡まで来られない場合も多く残念であると

いう感想をいただいた。四国とほぼ同じ面積の岩

手県において，盛岡で行われる研究会は確かに遠

い場所なのかもしれない。 
また，各地区からの体育学習会からの報告で，

本線沿いから離れると，なかなか最新の情報を取

り入れた体育の授業を見る機会も少ないという報

告が上がってきている。 
これらのことから，情報化が進んだ現在でさえ，

提案性のある授業を参観する機会は少なく，この

ままでは，体育授業の質の低下が進み，ひいては

県内の児童の体力低下が進むことも危惧される大

きな課題でもある。 
そこで，本プロジェクトでは，授業をなかなか

参観できない山間部や沿岸地区などに，我々が出

向き，研究の成果を取り入れた体育授業を提案す

ることにより，前述した課題を解決することを目

的とする。 
このプロジェクトは，体育の授業を参観するこ

とが少ない先生方や，授業を通した体力向上や授

業づくりに悩みがある先生方にとって有益な活動

になると考えられる。さらに，授業の構成を提案

することで，岩手県内のどこでも同じレベルの体

育授業が提供され，子どもたちの体力も向上させ

ていくことも望まれる。 
 

２．方法 

本プロジェクトでは，附属小学校と中学校を中

心に，各地域にある体育学習会と連携を図りなが

ら進めていく。具体的には，以下のような方法で

進めていく。 
○各地区学習会との連携を図りながら，体育的学

力についての検討実践を重ねていく。 
○岩手県内数か所へ出向き，授業研究会を設定す

る。 
○岩手体育学習会集会を開催する。（授業研究会や

講習会を含む） 
これらの活動と並行しながら，本年度重点とし

て取り組んだ器械運動の指導法について，県内の

先生方で分担をし，パンフレットを作成する。そ

して，それを各地区の体育学習会を通して広げて

行きたいと考えている。 
 また，以下の日程で研究を推進する。 
５月 学部とのカンファレンス        
６月 学校公開研究会（附属小） 
８月 授業研究会岩手大会 公開授業      

１０月 第４回岩手体育学習会集会（附属小） 
１１月 全国学校体育研究会視察        
１月 学習会集会冬の研究大会 

パンフレット作成委員会 
２月 パンフレット完成 各地区への配布  
年間を通じて各地区での体育学習会の開催（およ

そ各月 1 回程度） 

19



宮古・遠野などへ出向いての授業研究会 
 

３．結果 

（１）体育的学力とは 
昨年のプロジェクトで体育的学力を以下のよう

に定義した。 
○運動に関心をもち，意欲的に取り組んだり仲間

と積極的にかかわったりし，規範的な態度をも

ち運動に取り組む力。 
○場面に合わせて「からだ」の動かし方や「から

だ」を移動させる動き方がわかる力。 
○場面に合わせて「からだ」の動かし方や「から

だ」を移動させる動きそのものの力。 
○これらをバランスよく身に付け，場面に応じて

発揮することのできる力。 
 
（２）体育的学力の向上を目指した授業の構想 
体育的学力の向上を目指し，以下の 3 点を重点

として，授業の構想を行った。 
①認識能力を向上させ，よりよい動きをつくり

出すための，教材，ルールや場，単元計画の

工夫 
②認識能力を高め，動きをつくり出す発問の設

定 
③よりよい動きをつくり出すための観察活動の

設定 
 
（３）授業研究を中心とした地域貢献について 
（２）の重点をもとに構想した授業を，以下の

機会に行い地域に貢献した。 
①岩手大学教育学部附属小学校学校公開研究会 
②第 5 回岩手体育学習会集会授業研究会 
③第 4 回冬の授業研究会 
④授業研究会 ＩＮ 綾織 
⑤授業研究会 ＩＮ 宮古 
 
本稿では①岩手大学教育学部附属小学校での学

校公開研究会について取り上げて述べる。 
 

①岩手大学教育学部附属小学校学校公開研究会 

１）１年つばめ組 
「振動・回転・支持・接点・倒立感覚などの基礎

的な感覚を身に付け，よい動きのポイントを見つ

けながら，友だちとなかよくかかわり合い，楽し

みながら運動に取り組む子どもをめざして」 
 
【重点１】 
認識能力を向上させ，よりよい動きをつくり出す

ための，教材，ルールや場，単元計画の工夫 ・

器械運動につながる基礎的な動きや感覚を身に付

けることができるような運動遊びを精選して取り

入れることで，子どもたちのよりよい動きを引き

出す。 
○マットを使った運動遊びと鉄棒を使った運動遊

びを意図的に組み合わせて単元として構成し，

指導することで，子どもたちのよりよい動きを

引き出す。 
○口伴奏やオノマトペを取り入れて指導すること

で，動きを言語化し，認識能力の基礎を育成し

ながら，動きについて学び合えるようにする。 
【重点２】 
認識能力を高め，動きをつくり出す発問の設定 
○全体での話合い活動の中で，簡単な運動のポイ

ントについて考えさせる発問を設定し，動きを

比較しながら考えさせることで，認識能力の基

礎を育成する。 
○運動のポイントについて，焦点化して動きを観

察させることで，認識能力の基礎を育成する。 
【重点３】 

よりよい動きをつくり出すための観察活動の

設定 
○全体での話合い活動の中で，動きを観察する場     

面を設定することで，動きを認識し，よりよい

動きをつくりだす基礎を培う。 
○グループやペアで運動に取り組む場面を設定し，

お互いの動きを見合う状況を位置付けることで，

認識能力の基礎を育成する。 
 
２）３年つばき組 
「投捕などのラグハンドに必要な基本的な技能を
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身につけるとともに，基本的な戦術を理解しチー

ムの勝利を目指して仲間とともに動くことができ

る子どもをめざして」 

 
【重点 1】 
認識能力を向上させ，よりよい動きをつくり出

すための教材，ルールや場，単元計画の工夫  
○ボールを片手で保持しやすくするため，学習用

具は小学生用ハンドボール１号球を使用する。

握りやすく捕りやすい大きさのボールであり，

また，適度に柔らかいため，恐怖感なく捕球す

ることができる。 
○ゴールは，ゴールキーパーの安全面，得点の入

る確率が高いことを考慮して，ハンドボールの

ゴールを使用する。 
○ボールを保持したプレーヤーが積極的に得点で

きることを中心に単元を構成していく。 
①オフェンスとディフェンスの人数調整 
②ディフェンスをかわしやすいコートの広さの

設定 
【重点２】 
運動能力を高め，動きをつくり出す発問の設定 
○セットメニューは，子どもたちとつくり上げる。

必要感をもとにして必要だと思われるスキル

(ボールの確実な投捕・ディフェンスをかわす動

き)を身に付けられるものを選択していく。 
○基本的な戦術を中心にして子どもたちへ声がけ

をしていく。 
【重点３】 
よりよい動きをつくり出すための観察活動の設定 
○１単位時間の中で確認時間を設け，その中で「よ

い動き」を共有する時間を設ける。 
○兄弟チームを作り，「よい動き」を言葉に表す。

ゲームに参加していない時でもその言葉で指示

ができるように確認する。 
○体育ノートを活用することでその日の学習を振

り返り，次時への意欲を高める。 
 

３）６年しらかば組 
「チームの特徴にあった作戦を実行する中で，自

分がパスをもらえるスペースに動いたり，仲間が

パスをもらえるようにスペースを作り出したりし，

集団として高まりながら，共に勝利を目指す子ど

もをめざして」 

 
【重点１】  
認識能力を向上させ，よりよい動きをつくり出

すための，教材，ルールや場，単元計画の工夫 
○基礎的技能を高めるメニューをセット化し単元

を通して繰り返し取り組ませる。スペースの走

り込みにつながる動作や，相手をかわしたりガ

ードしたりする動きを取り入れたゲームを設定

する。 
○グリッドコートを使用し，作戦を遂行する際の

手掛かりとする。 
○作戦ボードを用い，自分たちの作戦（動き）を

考えさせる。 
○ドッジビーを用い，滞空時間の長さをいかした，

スペースへの動きだしの感覚を養う。 
【重点２】  
認識能力を高め，動きをつくり出す発問の設定 

○本時で身に付けさせたい技能や遂行させたい動

きが明確になるような発問を行う。例えば，動

きの比較をしたり，ポイントをグループで話し

合わせたりする発問を取り入れる。 
○フリーズゲームを用いてスペースへの動き方や

ガードの仕方を実際の場面で指導する。 
○指導を問いかけの形で伝え，自分たちで考える

ための契機とする。 
【重点３】  
よりよい動きをつくり出すための観察活動の設定 
○観察者は，具体的な動き方をプレーヤーに伝え  

ることで，スペースへの動き方やガードの動き

方などの認識能力を高めさせる。 
○チャート図（パス・ラン・キャッチなど）やス

コアシートを用い，自チームや他チームの特徴

を数値化し，分析する際の手立てとする。 
 
（４）地域の貢献する体育授業について 
 今年度は，遠野市立綾織小学校と宮古市立宮古
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小学校で，授業研究会を開催することができた。 
以下に感想を記載する。 

１）遠野市立綾織小学校 
３年生「障害走」 
・慣れの運動からまとめまで，楽しく学びながら

体を動かす素晴らしい授業でした。場の工夫，

課題意識，運動量，教師の発問，声掛けなど参

考になりました。子どもたちが４５分で大きく

成長できたと思います。自分たちで獲得したも

のは自分たちの財産になると思うので，わたし

もそういうような授業ができるように努力した

いです。 
・主になる運動を行うためのセットメニューがよ

く考えられていて参考になった。ハードル走も

少しずつステップアップして，いろいろなパタ

ーンの跳び方が考えられると参考になった。 
・「手がこう」「脚がこう」言いたくなりがちな体

育の授業で，場や教材を工夫しながら，よりよ

い動きに自然と近づく，気付く授業のデザイン

が素晴らしかった。 
 
２）宮古市立宮古小学校 
３年生「ラグハンドボール」 
・体育は教科書もなく，解説を見ても詳しいこと

は載っていないので，どのようなゲームをすれ

ばいいのかよく分からないのがほとんどの先生

です。今回は実際に見ることができよかったで

す。 
・ラグハンドボールという教材を知れてよかった。

学年の系統を意識して単元を組んでいくことが

必要だと改めて感じたし，それが子どもたちの

能力を高めていくことにつながると思った。子

どもの発言に「どうして」と聞き返すことも大

切にしたい。 
・人が少ないとゴールしやすい。近いところから

だとゴールしやすい。パスをするとゴールしや

すい。といった気付きから，ゲームの中でも使

えるようになっていく様子が見られました。明

らかに動きが変わっていました。 
 

４．考察 

岩手大学教育学部附属用学校の学校公開研究会

で行われた授業について，それぞれ以下のように

考察した。 
（１）１年つばめ組 
低学年は，基礎的な運動感覚を身に付けさせる

ために最適な時期である。良質の運動遊びに豊富

に触れさせることで，器械運動につながる基礎的

な動きや運動感覚をしっかり身に付けさせていく

ことが大切である。そこで，本授業では，3 年生

からの鉄棒運動につながる，回る・逆さになる・

鉄棒を支点として揺れ・鉄棒の上で支持をするな

どの基礎的な感覚を豊かに身に付けさることを目

標に，運動をゲーム化して取り入れた結果，楽し

みながら動きの質を高めることができた。また，

お話鉄棒を取り入れることで，単元を通して感覚

づくりに取り組み，認識能力を育成することもで

きた。マットを使った運動遊びでは，接転感覚（順

次接地の技能）や倒立感覚を豊富に経験させるこ

とで，これらの基礎感覚を身に付けさせることが

できた。指導の中に口伴奏を取り入れ，友達や自

分の動きと連動させて掛け声をかけさせることで，

子どもたち同士のかかわり合いを豊富にもたせな

がら，基礎的な運動感覚を身に付けさせることも

できた。動きと連動させてタイミングを合わせた

り声をかけたりする活動は，認識能力を高めるこ

とが分かった。 

 
（２）３年つばき組 
今回の単元は，ゴール型ゲームの入門として行

った。そのために，ボールを持って走る・投げる・

捕るという基本技能や，ボールを持っていない時

の動きをゲームを通して身に付けさせていくとい

う目標を目指して取り組んだ。しかし，攻防入り

乱れのゲームはこちらが求めるプレーの再現性が

低いことが分かり，展開や単元計画を修正しなが

ら進めることにした。例えば，課題解決を図る場

面で児童のゲーム中の目線で撮影した写真を用い

ることで，課題をより身近に感じ，意欲的かつ実

践的に課題解決を図ることができた。 
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この年代だからこそみんながボールに集まって

しまうことは周知の事実である。その中で子ども

たちは「どんな弊害が起きるのか」に気付くこと

ができた。なぜなら，そのような状況を打開する

ためにチームで協力してプレーする必要感が生ま

れ，それをみんなで考えながら解決していこうと

するプロセスが身に付いたからである。課題解決

に向けて，お膳立てをして躓かないように足場を

かけることも大切であるが，困難な場面に直面さ

せ，足場を外すことで，子どもたちなりの価値を

生み出そうとすることが分かった。 
 
（３）６年しらかば組 
本教材では，単元を通して，次の３点に留意し

て指導した結果，子どもたちの体育的学力の構造

が認められた。 

１点目は，ボールを持たない動きを支える基礎

としての技能を身に付ける工夫をしたことである。

正しい投げ方や捕り方，狙ったところに投げるこ

とができるコントロールなどの技能を高めるため

に，投捕に関わる回数を多く，競争ではなく丁寧

に取り組ませた。その結果，基礎的な技能が高ま

り，ゲームでのミスが減ることで，ゲームの質を

高めることができた。 

２点目は，ゲーム中にパスをもらえるスペース

に動いたり，スペースを作り出したりするなどの

動きを表出しやすいように，ライスボールではな

くディスクを用いたことである。このことにより，

ディスクの滞空時間を生かしたスペースへのパス

や，瞬間的にマークをずらしフリーになる動きな

どが表出した。狙った動きを引き出すために，教

具の工夫は大切であることを改めて認識すること

ができた。 
３点目は，振り返り場面では，学んだことだけ

でなく，個人やチームの課題を記載させた。次時

への課題を明らかにすることにより，運動への必

要感が生まれた。その結果，自分なりの問題意識

をもち授業に向かうことができ，意欲を持って取

り組むことで，技能の伸びも認められた。また，

その課題が次の出発点となり，学びの連続性を生

むことができた。さらに，課題を改善するために，

休み時間等を使った練習へと発展し，運動の生活

化にもつなげることができた。 

このほかにも，今までの学びの中にヒントを見

つけ，学びを結び付けて考えさせるような発問の

工夫やハドル（作戦会議）→実行→ハドル（改善・

作戦）・・・の流れを保証し，チーム（集団）での

学び合いの場面の充実を図る工夫などを通して，

思考力も高めることができた。 
 
（４）地域の貢献する体育授業について 
 今年度は，遠野市立綾織小学校と宮古市立宮古

小学校で，授業研究会を開催することができた。

その中でいただいた感想から，今後の地域貢献に

ついて考察したい。 
 参加してくださった先生方から温かい励ましだ

けでなく，この会に向けてのエールもいただいた

と感じている。それは，体育は教科書がないので，

何をやっていいのか分からない。けれども目の前

の子どもたちの力を高めることに苦慮している。

だからこのような機会をもっと活用したい。つま

り，この会の充実と継続を切望する声と理解して

もよいと考えている。 
 この会を継続発展させていくのが我々の使命で

もある。 
 

５．まとめ 

成果 
○教材，ルールや場の工夫を行ったところ，子ど

もたちの認識能力が向上し，かかわり合いの中

で，指示やアドバイスをし合いながら，お互い

の動きの質を向上させるようになった。 
○子どもたちの動きを観察する力を伸ばすため，

意図的な発問と相互に観察する場面を設定した

ところ，お互いの動きを視点を明確にしながら

観察し，どうすればよいか考えるようになった。

これによって子どもたちの認識能力が高まり，

お互いに交流する中で，よりよい動きをつくり

出す学習ができるようにになった。 
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課題 
○新指導要領に向けて，ニーズに合った体育学習

の在り方について，検討を深めていかなければ

ならない。 
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